
【地域交流、国際交流、教育、環境・自然保護、農業・食育】
新潟、教育支援、除雪、ボランティア、米づくり

◆ 活動内容

◆ メンバーの声

◆ 2026年度の活動目標

設立年：

メンバー数：

活動頻度：

主な活動場所：

参加費用：

広報

ウェブサイト Instagram X Facebook

■ 問合せ先 jonnobiclub@gmail.com 公認サークル

まつだい早稲田じょんのびクラブ

新潟県十日町市松代地区で、小中学生向け教育支援塾ラッタッタや除雪作業をメインとした雪国体験プロ
ジェクトを軸に、月1で活動しています。これらのプロジェクトに加え、松代支所の方々と協力して、まつだい冬
の陣や、大地の芸術祭といったイベントを盛り上げています。また、昨年度より、棚田の田んぼを地元の方に1
枚お借りし、通い農という新たなスタイルでの米作りも行っています。大きな力とはなれずとも、地域と共に
生きてゆく。そんな第二の故郷としてのまつだいで、何か力になれるのではないかと日々可能性を模索して
います。

地域の方と挨拶をした時、「あー、早稲田の学生さん！」と声をかけてくれて、地域の一員となれた気がして、
嬉しくなった。また、地域の方々と深く関わることで、その問題意識も浮き彫りになったと思う。年々減り続け
る人口に、活気を失うイベント。大学生だけで解決できないことがたくさんあることがわかった。現地の小学4
年生に松代が将来どうなるか聞いて、滅亡するという回答が笑顔と出てきたことに、戸惑いを隠せなかった。

「温故知新でまつだいへの恩返しを」
昨年度より、通い農をはじめ、現地で米の生産を行った。猛暑少雨の中、無事に収穫できたものの、使い道が
定まらず、持て余してしまったことが反省である。本年度は生産した米を何かしらの形で、まつだいに貢献で
きるよう、使い道を決めたい。また、イベントの外部参加者や、移住者との交流を増やし、松代と早稲田・東京
をつなぐハブのような存在となり、まつだいをより知ってもらえるようにしたい。

◆ サークル情報 ◆ 2026年度の年間活動スケジュール

2004年 4月：山菜取り合宿
5月（ゴールデンウィーク）：新歓合宿・まつだい春の陣出陣
6月： 田植え合宿
7月：草刈り合宿・佐渡棚田研修
8月：ラッタッタ・合間に稲架場作り・世田谷夏まつり（松代
ブース）
9月：収穫合宿
10月：脱穀合宿
11月： 梱包作業・早稲田祭・大地の芸術祭補助
1月：世田谷子どもまつり（松代ブース）
2月：雪国体験プロジェクト
3月：まつだい冬の陣出陣

25人

ミーティング：週1回
現地活動：月1回程度

ミーティング：W-Space
活動場所：十日町市松代周辺

入会費・年会費0円
現地活動費 1回あたり2万円(交通費
込み)


